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・面積 36.09k㎡

・人口 約37万人

・大阪の北部に位置

都心部へ

10km圏内

・新大阪駅、

大阪国際空港などの

利用にも便利
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➢1 FDの取組を実施できているのか。

➢2 これまでのＦＤの取組

➢3 ＦＤの実践
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1 FDの取組を実施できているのか。



平成30年（2018年）11月7日

シンポジウム
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市長からの職員に向けてのメッセージ

「未来アセスメント」 平成27年12月3日 後藤 圭二

（ 略 ）

今後、特にまちづくりに関して、新規事業を立ち上げるとき、ま
た、既存事業に変更を加えるときには、「時間」という要素を考
える、すなわち未来を可能な限り予測した上で最適解を見出す
ようにしなければなりません。

将来の市民は、今の市政に意見することができません。だか
らこそ、今を生きる私たちが、あらゆる場面で未来を予測し、将
来の市民の声に耳を傾けなければならないのです。こうした未
来を読む行為を、私は「未来アセスメント」と名付け、仕事のあ
らゆるシーンに適用してほしいと願っています。

将来市民の声を聴く、「成熟社会」の基本理念はそこにあると
考えています。
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2 これまでのＦＤの取組



平成27年（2015年）2月

「吹田フューチャーデザイン・ワークショップ」開催

平成28年（2016年）3月

「参加型フューチャーデザインに向けた制度・仕
組みに関する研究会」
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フューチャーデザイン・ワークショップの実験 （第1回目）
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・テーマ

「2050年吹田市のエネルギービジョン」

フューチャーデザイン・ワークショップの実験 （第2回目）
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➢平成２８年１２月～平成２９年１２月

全４回（12月、3月、9月、12月）

➢市民参加型

職員・職員の知人等 20名程度

➢Ａ～Ｄの４つに班分け

Ａ、Ｂが将来世代 Ｃ、Ｄが現世代

フューチャーデザイン・ワークショップの実施実験 （第2回目）
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①平成２８年１２月

➢ 2050年の吹田市ｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞｼﾞｮﾝに関するﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞの実施

②平成２９年３月

➢ 研究者が作成したﾛｼﾞｯｸツリーに対する加筆・修正

➢ ビジョンのタイトルの決定

➢ 今後5年で実施するべき施策の追加

③平成２９年９月

➢ ﾋﾞｼﾞｮﾝのｽﾄｰﾘｰﾗｲﾝの作成

④平成２９年１２月

➢ ﾋﾞｼﾞｮﾝと現在をつなぐﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成

➢ 施策の優先順位の決定
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タイトル ストーリーライン

Ａ．エコやね（屋根）、すい
た

太陽光発電シートの普及率90%以上。壁面にも設置。
電力関連の中心として吹田電力設立。

Ｂ．環境エネルギー先進
地域すいた: コストではな
く投資

多様な価値観が認められ、従来の概念から解放された
社会。将来への投資として、環境技術を採用。電気代を
上げることで電力使用量を強制的に減らす。

Ｃ．市民が作るREすいた
個人単位での再エネ導入が盛んで、エネルギー自給率
100%を目指す。産業部門のCO2排出量を減らすため、
工場を市外に移転。

Ｄ．星の見えるまち吹田:

個々から始まる地域のエ
ネルギーヴィジョン

賑やかなビジネス街と自然豊かな住宅街が共存。最新
の技術を活かした省エネと、スローなライフスタイルで
の節エネを実施。

A , B 仮想将来世代 C,D 現世代

資料 大阪大学工学研究科 、東京大学工学系研究科との共同研究に基づく
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A: エコやね（屋根），すいた B:環境エネルギー先進都市す
いた

D:星の見えるまち吹田C:市民がつくるRE100すい
た

資料 大阪大学工学研究科 、東京大学工学系研究科との共同研究に基づく



すいたの市報

（平成30年7月号）
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3 ＦＤの実践



吹田市第3次環境基本計画

・2018年～2019年の2年間で作成予定
計画期間は2020年～2028年（9年間）

・アンケート調査を実施
※ 計画の基礎調査のため（FDに関する項目も追加）

・担当職員は仮想将来行政職員

・FDワークショップを2019年3月～8月実施
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2019..2.19 環境審議会（2回目）
・現行計画の評価【報告】
・計画の骨子案【諮問・審議】

2019.3 ＦＤワークショップ
・ＦＤのイントロダクション等
・基本計画骨子案のFDアセス

2019..4 ＦＤワークショップ ・計画素案 FDアセス

2019.5下旬 環境審議会（3回目） ・計画素案【審議】

22019.6 ＦＤワークショップ ・計画素案 FDアセス

2019.8上旬 環境審議会（4回目） ・計画素案【審議】

2019.8 ＦＤワークショップ ・計画案 FDアセス

2019.11下旬 環境審議会（5回目） ・計画案【審議・答申】

2019.12
パブリックコメント

2019.2上旬 調整推進会議（6回目） ・答申・パブコメ【報告】

2019.2上旬 政策会議 ・計画の決定

パブリックコメント

スケジュール （案）



・1回のワークショップ 計4回

3時間程度

・1チーム

（公募市民4名 行政1名

ファシリテーター1名）

計5チーム

19

FDアセスのワークショップの概要
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吹田市第3次環境基本計画

環境基本計画の基礎調査
・実施期間 平成30年10月

・対象 吹田市民

・配布数 2,000件

・回収数 732件 （回収率 36.6％）

・ＦＤに関する項目

環境政策全般、エネルギー、ごみ問題等
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環境政策全般に関する調査結果

※ 数値は1位～３位の合計
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エネルギーに関する調査結果

※ 数値は1位～３位の合計
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ごみ問題に関する調査結果

※ 数値は1位～３位の合計



・アンケート調査の詳細分析を実施していく必要がある。

・FDのワークショップの実験結果からは仮想将来世代的
な発想や幅広い意見が見られる。

・実験ではなく、実践としての行政計画を作成していく中
で、FDを取り入れ、より良い計画にしていきたい。

・ＦＤの知名度の向上はもとより、未来政策課（将来世代
の行政職員）の設置につながるよう、FDの更なる研究を
学識・市民・行政が協働して、知見を積み重ねていきた
いと考えている。
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まとめ （私見）



ご清聴ありがとうございました。
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吹田市 環境部 環境政策室
Tel : 06-6384-1701

E‐mail : kusumoto339@city.suita.osaka.jp


